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一
．
は
じ
め
に 

 

『
岡
山
の
記
憶
』
第
一
一
号
、

二
〇
〇
九
年
、
四
八
・
四
九
頁
の

難
波
達
興
氏
の
投
稿
を
関
心
深

く
読
み
ま
し
た
。
私
も
か
つ
て
こ

の
用
語
に
別
の
角
度
か
ら
関
心

を
も
っ
て
調
べ
て
い
た
か
ら
で

す
。
論
点
を
そ
ら
す
よ
う
で
恐
縮

で
す
が
、
私
の
投
稿
も
含
め
て
議

論
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で

す
。 

二
．
政
府
用
語
は
二
様 

 

「
戦
没
者
」
と
い
う
用
語
は
、

法
律
と
閣
議
決
定
と
で
、
二
様
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
つ
は
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
援
護
法
」
（
以
下
「
援
護
法
」

と
略
す
）
で
す
。
（
こ
の
法
律
の

目
的
）
第
一
条
で
「
軍
人
軍
属
等

の
公
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾

病
又
は
死
亡
に
関
し
、
国
家
補
償

の
精
神
に
基
き
…
…
援
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と
し
、

（
軍
人
軍
属
等
）
第
二
条
で
は
軍

人
軍
属
、
陸
海
軍
部
内
の
公
務
員
、

有
給
の
嘱
託
員
、
雇
員
、
工
員
、

鉱
員
の
他
国
家
総
動
員
法
に
基 

く
船
舶
の
乗
組
船
員
、南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
の
職
員
、

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
隊
員
な
ど
実
に
多
様
で
、

「
公
務
上
」
で
あ
る
こ
と
が
適
用
の
鍵
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

一
方
閣
議
決
定
と
い
う
の
は
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

に
か
か
わ
る
も
の
で
、
初
回
平
和
条
約
発
効
の
昭
和
二

七
年
四
月
八
日
の
も
の
で
は
「
二
．
本
式
典
の
戦
没
者

の
範
囲
は
、支
那
事
変
以
降
の
戦
争
に
因
る
死
没
者（
戦

災
死
者
等
を
含
み
、
軍
人
軍
属
に
限
ら
な
い
。
）
と
す

る
。」
と
さ
れ
、
昭
和
三
八
年
五
月
一
四
日
の
も
の
で
は

「
二
．
本
式
典
の
戦
没
者
の
範
囲
は
、
支
那
事
変
以
降

の
戦
争
に
よ
る
死
没
者
（
軍
人
・
軍
属
及
び
準
軍
属
の

ほ
か
、
外
地
に
お
い
て
非
命
に
た
お
れ
た
者
、
内
地
に

お
け
る
戦
災
死
没
者
等
を
含
む
も
の
と
す
る
。
）
と
す

る
。」
と
な
り
、
以
降
こ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
即
ち
「
戦
没
者
」
の
内
容
は
多
様
で
、「
援
護
法
」
の

適
用
を
受
け
な
い
戦
災
死
者
を
含
め
た
り
、
含
め
な
か

っ
た
り
す
る
二
様
の
使
い
分
け
は
、
法
治
国
家
と
し
て

は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。 

三
．
戦
災
死
者
を
識
別
す
べ
し 

 

私
の
関
心
は
戦
災
死
者
の
呼
称
で
し
た
。 

 

二
〇
〇
一
年
、
空
襲
・
戦
災
を
記
録
す
る
会
全
国
連

絡
会
議
東
京
大
会
に
お
い
て
、
東
京
の
安
増
武
子
さ
ん

（
故
人
）
が
①
東
京
都
が
戦
後
戦
災
遺
骨
の
発
掘
を
お

こ
な
い
、
昭
和
六
〇
年
東
京
都
慰
霊
協
会
が
ま
と
め
た

冊
子
の
表
題
が
『
戦
災
殃
死
者
改
葬
事
業
始
末
記
』、
②

厚
生
省
（
当
時
）
に
年
金
の
こ
と
で
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
「
戦
災
殃
死
者
で
す
か
ら
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
冷
た
い
返
事
の
二
点
を
紹
介
し
、
戦
災
殃
死
者
の
呼

称
を
厳
し
く
批
判
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
が
私
の
関
心
・
調
査
の
原
点
で
す
。 

 

総
務
省
の
現
在
の
呼
称
は
、
閣
議
決
定
の
内
容
で
、

軍
関
係
が
な
い
場
合
は
「
一
般
戦
災
死
没
者
」
で
す
。 

 

岡
山
市
で
は
、
一
九
九
〇
年
よ
り
岡
山
空
襲
の
あ
っ

た
六
月
二
九
日
に
市
主
催
で「
岡
山
市
戦
没
者
追
悼
式
」

が
お
こ
な
わ
れ
、
式
壇
中
央
に
は
「
岡
山
市
戦
没
者
之

霊
」
と
書
か
れ
た
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
戦
災
死
者
を
戦
没
者
に
含
め
て
し
ま
う
の
は
お
か
し

い
、
と
担
当
局
長
と
話
を
し
ま
し
た
。
局
長
よ
り
後
日

「
中
央
段
階
で
は
解
決
済
」
と
の
返
事
が
あ
り
、
前
項

の
調
査
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

担
当
局
長
は
替
り
、
改
め
て
話
し
合
っ
た
結
果
、
二

〇
〇
二
年
六
月
二
九
日
の
追
悼
式
よ
り
、
式
壇
の
標
柱

は
「
岡
山
市 

 
 
 

之
霊
」
と
改
め
ら
れ
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
中
央
段
階
で
の
標
柱
は
、
初
回
か
ら
昭
和
四

九
年
ま
で
は
「
全
国
戦
没
者
追
悼
之
標
」、
昭
和
五
〇
年

か
ら
「
全
国
戦
没
者
之
霊
」
と
な
っ
て
お
り
、
慰
霊
は

政
教
一
致
！ 

と
の
批
判
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
国
家
補
償
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
空
襲
犠
牲

者
の
集
団
訴
訟
が
今
、
東
京
、
大
阪
で
戦
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
２
０
０
９
・
７
・
２
７
記
） 

 

  

「戦没者」という用語 

辻野喬雄 

戦
死
者 

戦
災
死
者 


